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インフルエンザの特徴について
　インフルエンザは普通のカゼとは違
い、法律で定められた感染症（感染症
法：５類感染症）です。普通のカゼと
の最大の違いは、原因となるウイルス
が違うことです。インフルエンザウイ
ルスにかかると、急に38～40度の高熱
が出て、筋肉の痛みや関節の痛みが出
現します。また、身体のだるさ（倦怠
感）が普通のカゼにくらべて強く出る
のが特徴です。
　インフルエンザの原因となるウイル
スには、大きく分けてＡ型、Ｂ型、Ｃ
飛沫感染と接触感染
　日本では、インフルエンザは12月～
３月に流行します。これには、いろい
ろな原因が考えられていますが、乾燥
した気温の低い冬にはインフルエンザ
ウイルスが空気中で長生きできること、
逆に、人の鼻やのどは乾燥してウイル
スに弱くなっていることなどが関係し
ていると言われています。
　インフルエンザにかかった人のく
しゃみや咳、たんなどにはインフルエ
ンザウイルスがたくさん含まれていま
す。このウイルスがそのまま他の人の
肺に吸い込まれていきウイルスを吸い
込んだ人がインフルエンザにかかるの
です（飛沫感染）。
　あるいは、ウイルスがついているも
のをさわったあとで、目や鼻、口など
に触れることで、粘膜や結膜などを通
してインフルエンザが広がっていくこ
ともあります（接触感染）。こうして、
インフルエンザはどんどん広がってい
くわけです。
型の３種類がありま
す。このうちＡ型は
毎年流行を繰り返す
たびに形を変えます
（これを変異株と言
います）。
「新型インフルエンザ」とは？
　平成21年に大きな問題となった「新
型インフルエンザ」もこのＡ型に分類
されます。ほとんどの人は「新型イン
フルエンザ」に対する免疫を持ってい
ないため、通常のインフルエンザに比
べると、感染がどんどん広がっていっ
たり、多くの人が感染して世界的な大
流行（パンデミック）を引き起こすと
考えられています。そのため、昨年ま
では特別な対策がとられました。幸い
なことに、予想された程の大きな問題
にはならずに終わりました。
　平成21年度当時、新型インフルエン
ザ（Ａ／H１N１）が最初にはやった
ときには、人々は免疫を持っていませ
んでした。そのため、大規模な季節外
れの流行がおきたり、新型インフルエ
ンザウイルスのみの流行が広がったり
しました。
　平成22年度には、新型インフルエン
ザに対するワクチン接種がはじまり、
また、実際に多くの人がこの新型イン
フルエンザにかかったために、免疫を
持つ人が増えました。このような事情
から、このインフルエンザ（Ａ／H１
N１）は、平成23年４月からは新型イ
ンフルエンザと言わず、その他と同じ
季節性インフルエンザの１種類となり
ました。
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　日常生活においてインフルエンザを
予防する方法がいくつかあります。無
理をせず栄養と休養を充分にとること、
適度な温度や湿度を保つこと、外出し
たら手洗いやうがいをきっちりとする
こと、人混みを避けること、また必要
であればマスクを使うことなどです。
　さらに有効なのは、インフルエンザ
インフルエンザを予防するには
ワクチンを打つことです。ワクチンは
接種を受けてから効果が出るまでに約
２週間はかかると言われています。ワ
クチンが効果を現している場合には、
インフルエンザを予防することができ
ます。また、たとえインフルエンザに
かかっても軽くすむことが多いと考え
られています。
　実際、健康成人においては、ワクチ
ンのインフルエンザに対する発症予防
率は７割から９割と非常に高い効果が
認められています。また、ワクチン接
種において高齢者の死亡の危険性を８
割程度低下させるとも言われています。
　一方、もしインフルエンザにかかっ
てしまったら、他の人にできるだけう
つさないようにすることも大切です。
できるだけ家で安静にしておく、咳や
くしゃみをする際にはティッシュで口
元をおおったり、あるいはマスクをし
たりするなど、周りの人への心遣いを
しましょう。
　インフルエンザにかかってしまうと、
３～７日間は他の人にインフルエンザ
をうつす可能性があります。インフル
エンザは非常に感染力が強いため、学
校保健法という法律では、熱が下がっ
たあとも２日間たつまでは出席停止と
定めています。
インフルエンザにかかったら
　インフルエンザには高校生くらいま
での若い人が多くかかります。それ以
上の年齢になると、インフルエンザに
かかる人は少ないのが現実です。しか
し、若い人がインフルエンザになって
も死亡することはほとんどありません
が、65才以上の高齢者がインフルエン
ザにかかった際には死亡する例が多く
見られます。
　高齢者以外では、妊娠28週以降の妊
婦、肺に慢性の疾患を持っている人、
心臓や腎臓の疾患を持っている人、代
謝性疾患の人、免疫不全状態にある人
などがインフルエンザに対して危険性
が高いとされています。このような人
は、本人だけではなく、ご家族や周囲
の方もインフルエンザワクチンの接種
などによる予防が大切です。また、イ
ンフルエンザにかかってしまった場合
でも、早い時期であれば治療薬があり
ます。高熱、関節痛など
を認めたら早めに
診察を受けま
しょう。
